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閉鎖型ウォータートラップ セーフティードレインTMの使用経験

きたじま田岡病院 MEセンター
阿川英訓、福本朝美

我与の施設では、平成 20年 l月より閉鎖型ウォー

タートラッフ。、セーフティードレインTM (ノfラードメデデイ

カルプロダクツ社、以下セーフティードレイン)を採用

した。

ウォータートラップの設置目的は、人工呼吸器回路

で呼気や吸気回賂の途中に回路内の水滴を集めて溜

めるものであるカ人ウォータートラップに1留まった7.K

分が細菌繁殖の培地となるため患者口側への逆流に

注意するほか、頻繁に排液する必要がある九

セーフティードレインは、閉鎖型構造のウォーター

トラップと専用セーフティードレインチューブ(吸引

アダプター付き)を用い、外気に触れることなくウォー

タートラップに溜まった水分を直接吸引瓶に回収する

ことができる(写真)。すなわち、排液作業は専用吸

引チューブによる吸引によってのみ行い、ウォーター

トラップ内にi留ま った水分が手に触れることがなく

外部に撒き散らすことを防ぎ、人工呼吸器回路内の

汚染防止、飛沫感染の予防などの効巣が期待できる。

ウォータートラップの排液貯留カップを脱着する必要

がないということは、外部病原菌からの汚染の機会

を少なくし、人工呼吸器回路内のコロニゼーションが

押さえられるということでもある。

また、人工呼吸器回路のトラブルのーっとして

ウォータートラップの破損や亀裂の発生がある。特に

ディスポーザ、フ守ル式のウォータートラップは、頻繁に

排液貯留カップの脱着を繰り返すことが大きな要因

となって破損や亀裂を生む傾向がある。我々も、定

期の人工呼吸器回路交換日以外にウォータートラップ

のみを交換するトラブルをよく経験した。

現在、セーフティードレインを人工呼吸器Puritan-

Bennett 740 (ネルコアピューリタンベネッ ト社)で、加

温加湿器 MR410(フィッシャー&パイケル社)を使用

している 12名の患者で採用しているが、今までに

セーフティードレインの破損や亀裂が見つかったとい

う報告はない。

臨床使用での医療スタッフの評価は、ウォータート

ラッフ。で、排液する時の水分の飛び散りや飛沫感染の

危険を心配する必要がないとか、人工呼吸器回路を

点検する時聞が短くなったなど感染や時間的な面で

好評価を受けているの一方設備面で人工呼吸器装着

中の患者では、セーフティードレインチューフと他に

吸引チューブを併用することが多い。この場合 Yア

ダプターを使用するが、吸引操作中は他の一方の吸

引チューブを閉塞する必要がある。また吸引瓶自体

に水分がi留まるために吸引瓶を交換する回数が増え

た、という意見もある。

今後、セーフティードレインシステムを安全に継続

して運用するには、閉鎖型様式のために適切な吸引

圧(添付文書では、ー120-ー140mmHgを推奨している)

を守ることや、吸引アダプターをセーフティードレイ

ン本体に差し込んだままにしない等、使用方法を遵

守することが重要であり、なおかつ吸引チューブの

一方に、別付けクレンメを装着したりするなど臨床

現場での創意工夫も必要であると恩われる。

また、セーフティードレインは先に述べた感染防御

に有効であること以外に閉鎖式吸引システムと併用

することで、人工呼吸器回路を完全な閉鎖回路とし

て構成でき、人工呼吸中の患者の PEEPやFi02を維

持できる可能性がある。

以上より、閉鎖型ウォータートラップ、セーフティー

ドレインTMの使用は、人工呼吸器回路管理の簡便さや

コストの削減に繋がり、医療スタッフに時間的・経

済的な負担を軽減し感染防御の面からも有用と恩わ

れる。
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(写実)実際に閉鎖型ウォータートラップ、セーフティードレイン閣

を使用しているところ



- 閉鎖型構造のウォータートラップと専用サクションチュープにより、貯留した回

路内の水分を外気に触れることなく直掻吸引瓶に回収することができます。

圃 本システムを使用することにより、患者さんの FI02を維持したまま素早くウォー

タートラップ内に貯留した水分を取り除くことができます。
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